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大阪外国語大学論集第28琴（2003年）

モンゴル国バヤンホンゴル県における
1991－2000年の気温の変化について

今　岡　良　子

Climate　C麹a麹ge　a重Bayankhongor　pref。　in　Mongolia

　　　　　　　　　　　from　1991　to　2000

IMAowa　Ryoko

（0）はじめに

　2001年夏，モンゴル国バヤンホンゴル県を訪問した時，県知事チsイジルスレン氏よ

り，気象，人口，家畜に関する詳細な資料をいただいた。筆者は1989年より現地調査を続

けてきたが’，これほど多くの資料の提供を快諾されたことは初めてであった。

　これまでの調査・研究は，社会主義から資本主義へ体制を変換した1990年代の遊牧民を

めぐる社会豹変化を申心としてきた。しかし，遊牧畏の労働と生活は，慮然の影響を直接

受けているため，自然条件の変化に関する資料分析・調査・研究を行ない，1つの地域研

究として融合させていく必要がある。この貴重なデータをいただいたことをそのきっかけ

にしたいと思う。
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〈図1＞バヤンホンゴル県の位置
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モンゴル国バヤンホンゴル県における1991－2000年の気温の変化について

（0．1）気象データについて

　気象に関するデータは，バヤンホンゴル県気象観測センターから提供していただいたも

ので（以下「資料ljと略すことにする），県内19地点の1991年から2000年にかけての

年平均気温，年最高気温，年最低気温，年平均地温，年平均風速，砂塵日数，年平均湿度，

年降水量，降雨日数，降雪日数，積雪量のデータが含まれている。2002年夏に「資料1」

の誤記入を訂正した。

（0．2）分析の霞酌について

　地元の遊牧民，県知事や郡長，遊牧民は，この10年の間に温暖化，乾燥化，砂漠化が進

んでいるとしばしば語る2。筆者麹身もそう感じている。では，実際の気象のデータは，温

暖化が進んでいることを示しているだろうか。これが分析の動機である。特に，気温はど

のように変化してきたか，その特徴を明らかにすることが本論の醤的である。

（0．3）データ分析の方法について

　まず第1に，県内19地点の1991年から2000年にかけての10年分の気温，年平均気温，

年最高気温，年最低気温の変化をグラフに表した。

　この結果が1990年代に固有な現象なのかどうかわからなかったため，三秋尚氏3に相談

したところ，三秋氏を通じて松田昭美氏4より，次の文献（以下「文献1」と略す）1990

年以前の岡県の気象データ集をいただいた。

　PeAaKToP　5．＞KaM6aa＞KaM口，）K八y涯aMcYP9｝1，SaffKxoKrop　ataMm益H　yyジ　aMbcra涯bIH

3MxTr3∬，　BHMAy－blH　ca益双霊apL田3eB∬g脳薩H　yc　uar　YypbM　an6aHbir　y耶p艮ax　epθHx唾

ra3ap　Ba環｛xoHrop　a貢Mr睦貢H　yc　Har　yypもIH　ToBqoo，Bamaxollro茎）xoT，1985．

　この文献には，最長30年の観測記録をもとにした1985年時点での気象の平均値（以下

「平年値」と略す）が記されている。そこで，第2の分析としては，1990年代の平均値を

算出し，この「平年値」と比較してみた。また，第3に，この「平年値」を基点にして

1990年代の気温の変化の特徴を考察してみた。
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（0．4）対象地域について

　バヤンホンゴル県は首都ウランバートル

から南藤に位置する。面積はn6，000平方

キロメートル。北海道と九州をあわせた大

きさである。北部はハンガイ山脈を背景に

森林草原地帯，南部はアルタイ由脈以南の

由岳と砂漠地帯，この2つの山脈にはさま

れた中部の低地が草原地帯である。西部に

はバイドラク川がブーンツァガーン湖に，

購部にはトゥイン用がオロク湖に注いでい

る。これらの湖より南には，河川や湖沼は

ない。

〈図2＞バヤンホンゴル県の地理的条件

〈図3＞バヤンホンゴル県内3つの

　　　植生地域と湖候所の位琶
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　バヤンホンゴル県行政は県内を北部森林

地帯，中部平原地帯，南部ゴビ地帯の3つ

の植生に分けている。北部森林地帯には，

バヤンボラク，ゴルバンボラク，ジャルガ

ラント，ザグ，ガロート，エルデネツォク

トの6郡が含まれる。中部平原地帯には，

フレーマラル，ブンブグル，バヤンオ

ボー，バヤンホンゴル市，ウルジート，ジ

ンスト5郡1市が含まれる。南部ゴビ地帯

には，バヤンツァガーン，バーッァガーン，

ボグド，バヤンッァガーン，バヤンゴビ，

バヤンリグ，バヤンウンドゥル，シンジン

ストの8郡が含まれる。図3を見てもわか

るように，ゴビ砂漠の占める割合が県の3

分の2に達する。



モンゴル国バヤンホンゴル県における1991－2000年の気温の変化について

「資料1」にはザク，バヤンオボー郡のデータが含まれていないが，ウルジート郡の代わ

りにシャルガルジョート，またシンジンスト郡では郡の中心地の測候所と最南端の町エヒ

ンゴル研究所の測候データが含まれている。

（0．5）まとめ

　本論では，気湿（平均・最高・最低気温）のデータを使い，3つの植生帯ごとに，第1

に，1990年代の気温はどのように変化しているか，第2に，1990年代の平均値と「平年

値」を比べてみた時，どのような違いがあるか，第3に，「平年値」から見て，ig90年代

の気温の変化はどのような特徴があるか，という順にまとめることにした。尚，1と3は

紙面の都合上，同じグラフにまとめることにした。
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〈図4＞バヤンホンゴル県の平均気温の変化（1991　一　200◎年）

　図4を見ると，ゴビ草原地帯の実線のグラフは上部，草原地帯の点線のグラフは中央，

森林草原地常の太線のグラフは下部に位置している。破線の草原地帯の平均気温が上昇し

ながら実線のゴビ草原地帯の平均気温に重なりつつあるように見える。太線の森林草原地

帯ではあまり上昇傾向はみられない。最上部の実線エヒンゴル（ゴビ草原地帯）と最下部

の太線ゴルバンボラク郡（森林草原地帯）の平均気温の格差はおよそ40℃になっている。
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（1．i）森林草原地帯の平均気温の変化の特徴

（1．1．1）1990年代の変化の特徴

　まず，表1が示すように，測候所は6地点ともハンガイ山脈の2000～2500メ・一一　5ル地

点の高地に位置している。

　　　　　　　　　〈表1＞森林草原地帯の測候所の存在場所，標高，
　　　　　　　　　　　　観測開始年

測候所の存在場所 標高（m） 観測開始年

エルデネッォクト郡中心地 2，03α0 1962

バイドラク郡申心地 2，130．0 1961

バヤンボラク郡中心地 a255．1 1969

シャルガルジョート（ウルジート郡内） a132ゆ 1980

ゴルバンボラク郡中心地 a43α0 197三

ガロート郡中心地 2．1259 1956

（出所）三秋尚氏提供
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悩5＞森林草原地帯の平均気温の変化（1991－2000年）

　ee　5は森林草原地帯の6つの郡の平均気温の変化を示している。バヤンホンゴル県最北

端に位置するゴルバンボラク郡は凍土の影響を受けるため，平均気温がもっとも低くなっ

ている。エルデネツォクト郡においては気温の上昇傾向が若干みられる。
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（1。L2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表2＞森林草原地帯における平均気温のヂ平年値」と1990年代の平均値の比較

郡名
　　　　　　　　　、

エルデ不
ツオクト

バイドラク バヤンボラク
シャルガル

ジョート

ゴルバン

ボラク
ガロート

平年値 一
〇。7

一
婆．0

一
2．7

一
2．3

一
7．2

一 4．4

1990年代の平均値 一
2．3

一
4．3

一
2．7

一
3．6

一
7．8 一 45

差 一
〇．6

一
〇．3 0

一
圭，3

一
〇．9

一
〇．1

　表2を見ると，「平年値」と1990年代の平均値を比べて，6郡の内5郡の平均気温が0．1℃

から1．3℃低くなっていることがわかる。

（IJ．3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　図5を見ると，1990年代の平均値が「平年値」より上昇傾向にあるのは，エルデネツォ

クト郡。1985年の平均値を上下しているのは，バイドラク郡，ガロート郡。呼年値」よ

り下降傾向にあるのは，シャルガルジョート，ゴルバンボラク郡である。

（1．2）草原地帯の平均気温の変化の特徴

（1．2．1＞1990年代の変化の特徴

　表3のように，草原地帯の測候所は，ブンブグル郡とフレーマラル郡が2000～2500m

（太線），バヤンホンゴル市，ボーツァガーン郡が1500～2000m（実線），ジンスト郡が10QO

～ 1500m地点（破線）に位遣し，標高の格差が800m近くある。

〈表3＞草原地帯の潰1候所の存在場蕨，標高，

　　　観測開始年

測候所の存在場所 標高（m） 観測開始年

ブンブグル郡中心地 2ユ70．0 1970

フレーマラル郡中心地 2，180．0 1975

バヤンホンゴル市 1，859．5 1962

ボーツアガーン郡中心地 三ρ呈α0 1962

ジンスト郡申心地 1，390．0 1968

（出所）三秋尚氏提供

18



大阪外国語大学論集第28号（2003年）

7．0

6．0

5．0

4．0

3．0

℃　　2．0

1．0

0．0

N．0

一
2．0

一
3．0

◎、

’ ＼

　◇

’
1

、◇

ノ
ノ

金

　　　　〆
　／◇ρ

／

、
、
　
、

◇
！

　11

恩

、　　x

！ X～X x

19β5

　△

1986 1987 1988 1989 1990 1991　窪 1993 歪994 99 199 997　4 1999 2 0

X

x

壷　8aya翻khonger

十20mbc§匿
十8uじtsほ93a織

一 X－Khじreemaボa「

一◇－Jm駐

年

〈図6＞草原地帯の平均気温の変化（1991　一　2000年）

　ec　6を見ると，標高の高いブンブグル郡とフレーマラル郡では気温の上昇傾向はあまり

みられないが，200e　rn以下の標高で，南部に位置するボーツァガーン郡，特にジンスト郡

の気温の上昇は顕著である。実際にジンスト郡の中心地は砂に埋もれつつある。

（1．2．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表4＞草原地蕾における「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 2000～2500m 1500～2000m 1000～1500m

郡名 ブンブグル フレーマラル バヤンホンゴル市 ボーツアガーン ジンスト

「平均側 05 一
〇．5 α8 一

〇．7 3．9

1990年代の
平均気温

一
〇．9

一
〇．2 1．7

一
〇．6 2．7

差 一
1．婆 牽0．3 ＋0．9 ＋0．1 一

1．2

　表4より，ヂ平年値1と1990年代の平均値を比べて，平均気温が高くなっているのは，

5郡の内3郡，フレーマラル，バヤンホンゴル布，ボーツァガーン郡で，0．1℃から0．9℃。

平均気温が低くなっているのは，5郡の内2郡，ジンスト，ブンブグル郡で，1．2℃から

i．4℃下がっている。
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（1．2．3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　図6を見ると，ブンブグル郡の1990年代の平均気温は，「平年値」を下醗りながら下降

傾向にある。フレー一マラル郡は，全体的に「平年値」を上圓りながら若干下降傾向にある。

バヤンホンゴル市は，「平年値」を上園りながら上昇傾向にある。ボーツァガーン郡は，前

半は「平年値」を下まわっているが，後単は上懸り，上昇傾向にある。ジンスト郡は，他

の郡より格段に高い「平均値」を後半上厩り，上昇傾向にある。

　表4とpa　6より，標高2000　m以下のバヤンホンゴル市，ボーツァガーン郡，ジンスト郡

の1990年代の平均気温は「平年値」と比べて，上昇傾向がみられる。

（1．3＞ゴビ草原地帯の平均気温の変化の特徴

（1．3．1）1990年代の変化の特徴

　表5のように，バヤンウンドゥル郡，シンジンスト郡，バヤンツァガーン郡はバヤンホ

ンゴル県南部に位置するが，アルタイ由脈の山岳地帯の2000～2500mの地点に測候所が

ある。バヤンゴビ郡はイフボグド出の南麓の1500～2000m地点，ボグド郡，バーツァガー

ン郡はハンガイ山脈とアルタイ由脈の由間のゴビ砂漠地帯，バヤンリク郡はアルタイ由脈

の南麓　1000～ISOO　m地点に位置する。いずれも砂漠の申の町である。エヒンゴルはバ

ヤンホンゴル県南端の砂漠の中のオアシス町，800～10eo　m地点に位置している。標高差

は1400m以上ある。

〈表5＞ゴビ地常の瀾候所の存在場所，標高，
　　　観測開始年

測候所の存在場所 標高（m） 観漫欄始年

バヤンウンドウル郡中心地 239α0 1962

シンジンスト郡中心地 22192 1973

バヤンッァガーン郡中心地 2◎30β 1973

バヤンゴビ郡中心地 1，620ゆ 1975

ボグド郡中心地 1．28α0 1969

バーッァガーン郡中心地 1，330．0 記載なし

バヤンバヤンリク郡中心地 1．33α◎ 王961

エヒンゴル研究所
（シンジンスト郡内）

973．9 1968

（出所）三秋尚氏提供
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〈図7＞ゴビ草原地帯の平均気温の変化（1991　一　2000年）

　図7を見ると，2000m以上の山岳地域に位置しているバヤンゥンドゥル，シンジンス

ト，バヤンツァガーン郡（実線）では，平均気温の上昇傾向はみられない。2000mから1000

mに位置しているバヤンゴビ，ボグド，バーツァガーン，バヤンリク郡の中心地では変動

が激しく，また，平均気温に上昇傾向が見られる。最南端の砂漠に囲まれたオアシス，エ

ヒンゴル（点線）では確実に気温は上昇している。

（1．3．2＞「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表6＞ゴビ草原地帯の「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 20GO－2500　m
1500～
2GOO　m

三〇〇〇～1500m
10GOm
以下

郡名
バヤン

ウンドウル

シン

ジンスト

バヤン

ツアガーン

バヤン
ゴビ ボグド

バーツア
ガーン

バヤン
リク

エヒン
ゴル

「平均｛劇 α0 α0 α5 43 4．1 2β 46 ＆3

1990年代の
平均気温 一

G．8 0．8 1．3 39 3．3 2．圭 2．5 9．0

差 一 〇8 ＋0．8 幸0．8 一
〇．4

一 〇8 一
〇．5

一
2．玉 ＋07

　表6を見ると，8郡の内3郡，シンジンスト，バヤンツァガーン郡，エヒンゴルで1990年

代の平均値が0．7℃から0．8℃高くなっている。8郡の内5郡，バヤンウンドゥル，バヤン

ゴビ，ボグド，バーツァガーン，バヤンリク郡で0．4℃から2．1℃低くなっている。
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（1．3。3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　ee　7を見ると，バヤンウンドゥル，バーツァガーン，バヤンリク郡の1990年代の平均気

温は「平年値」を上下している。バヤンゴビ，ボグド郡はド平年値」を上回る傾向にある。

シンジンスト，バヤンツァガーン郡は「平年値」を上圓りながら上昇傾向にある。エヒン

ゴルは他の郡と比べて格段に高い「平年値」を上測りながら上昇している。

　表6と図7より，標高2500～2000mのシンジンスト郡，バヤンツァガーン郡，標高1500

m以下のボグド郡，エヒンゴルで，平均気温の上昇傾向がみられる。

（1．4）バヤンホンゴル県各郡の平均気温の変化の特徴

　1991年から2000年にかけて，比較的標高の高い地点では，植生にかかわらず，平均気

温の上昇傾向はみられない。しかし，草原とゴビ草原地帯において，標高が2000m以下の

地点では，平均気温の上昇がみられる。

　その1990年代の平均気温を「平年値」と比べてみると，「平年値」より上昇傾向にある

のは，森林草原地帯で標高2000～2500mのエルデネツォクト郡，バヤンボラク郡，草原

地帯で標高2000m以下のバヤンホンゴル市，ボーツァガーン郡，ジンスト郡，ゴビ草原地

帯では，標高2500～2000　mのシンジンスト郡，バヤンツァガーン郡，標高1500m以下の

ボグド郡，エヒンゴルで平均気温の上昇傾向がみられる。
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　　〈図8＞バヤンホンゴル県の最高気温の変化（1991　一　2000年〉

　図8を見ると，点線の平原地帯の最高気温が，ゴビ地帯に近づいているように見え，ま

た森林草原地常も上昇傾向にあるように見える。
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（2．1）森林草原地帯の最高気温の変化の騎徴

（2．1．1）1990年代の変化の特徴
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〈図9＞森林草原地帯の最高気温の変化（1991－2000年）

　図9を見ると，1993年にはどの郡も最高気温が下がっている。その後2000年まで，ゴル

バンボラク郡，バイドラク郡，バヤンボラク郡，ガロ・一一ト郡では上昇傾向が兇られる。

（2．1．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表7＞森林草原地帯における最高気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

郡名
エルデネ

ツオクト
バイドラク バヤンボラク

シャルガル

ジョート

ゴルバン

ボラク
ガ面一ト

平年値 34．3 365 327 254 28．1 32．2

1990年代の平均値 2＆8 28．7 2Z5 27．4 25．4 27．3

差 一
5．3

一
7．8

一
5．2 ＋27 一

2．7
一 4．9

　表7を見ると，「平年値」と1990年代の平均値を比べてみると，6郡の内，シャルガル

ジョートを除いた他の5郡では2．7度から7．8度まで下がっている。

（2⊥3）「平年値」から見た1990年代の最高気温の変化の特徴

　図9によると，エルデネツォクト郡，バイドラク郡，バヤンボラク郡，ガロート郡の

1990年代の最高気温は，「平年値」を一度も上図っていないが，ゴルバンボラク郡，バイ

ドラク郡，バヤンボラク郡，ガロート郡では上昇傾向が見られる。シャルガルジョ・・一トで

は，1999年を除いて，「平年鰹」を上園っている。
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（2．2）草原地帯の最高気温の変化

（2．2．1）1990年代の変化の特徴
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〈図10＞草原地帯の最高気温の変化（199i－2000年）

図10を見ると，バヤンホンゴル市をのぞいて，1993年の最高気温は下がっている。しか

し，その後，すべての郡において，上昇傾向がみられる。

（2．2．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表8＞草原地帯における最高気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 2000～2500m 1500～2000m　　　　　　　　　IGO（）～1500　m

郡名 ブンブグル フレーマラル バヤンホンゴル宙 ボーツアガーン　　ジンスト

「平均値」 3ス4 3a2 33．2 40．8 359

1990年代の
平均気温

2＆1 29．8 31．7 3α1 ÷36．6

差 一 93 一 5護 一
1．5

一 1α7 ＋0．7

　表8を見ると，「平年値」と1990年代の平均値を比べてみると，ジンスト郡においては

最高気温は0．7℃上昇しているが，他の4郡では1．5℃から1e．7℃下している。

（2．2．3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　図10を見ると，ブンブグル郡，フレーマラル郡，ボーッァガーン郡では，「平年値」を

上回らないが，上昇傾向がみられる。バヤンホンゴル市では，1999年以降，「平年値」を

上［聾っている。ジンスト郡では1992年から1994年を除いて，「平年値」を上園り，さらに

上昇傾向がみられる。
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（2．3）ゴビ草原地帯の最高気温の変化

（2．3．1）1990年代の変化の特徴
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〈図11＞ゴビ草原地帯の最高気温の変化（1991－2000年）

　図11を見ると，バヤンツァガーン郡をのぞくすべての郡において，1993年に最高気温が

低下している。その後，最高気温は上昇しているが，標高が1500m以上の比較的冷涼なバ

ヤンゴビ郡，バヤンッァガーン郡，バヤンウンドゥル郡，シンジンスト郡において，最高

気温の上昇傾向が見られる。

（2．3．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

＜表9＞ゴビ草原地帯における最高気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 2GGO～2500　m
1500～
2000m 1000～1500m

1GOO　m

以下

郡名
バヤン

ウンドウル

シン

ジンスト

バヤン

ツアガーン

バヤン

ゴビ ボグド
　“
ハーツア
ガーン

バヤン
リク

エヒン
ゴル

「平均値」 34．5 29．6 4G．0 389 40．0 38．G 39．8 嘆9．1

1990年代の
平均気温

28ユ 28．6 30．1 35．1 36．7 3娃．9 32．4 40ユ

差 一 6．4 一 LO 一 9．9 一
3，8

一
3．3 一

3．1
一 7．4 一 9．G

表9を見ると，「平年値」と1990年代の平均値を比べてみると，すべての郡で1℃から

99℃，最高気温が低下していることがわかる。
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（2．3．3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　図11を見ると，バヤンウンドゥル郡，バヤンッァガーン郡，ボグド郡，バーッァガーン

郡，バヤンリク郡，エヒンゴルでは「平年値」を一度も上回っていないが，上昇傾向が見

られる。シンジンスト郡では「平年値」を上下しながらもL昇傾向が見られる。バヤンゴ

ビ郡では1992年に「平年値」を上測っているが，その後一旦低丁後，上昇傾向が見られ

る。

（2．4）バヤンホンゴル県各郡の最高気温の変化の特徴

　1990年代の最高気温に上昇傾向がみられるのは，森林草原地欝6郡の内5郡，草原地帯

5郡の内5郡，ゴビ草療地帯8郡の内8郡，つまり森林草原地帯のエルデネツォクト郡を

除くすべての郡で上昇傾向がみられた。

　しかし，1990年代の最高気温の平均値が「平年値」を上屡ったのは，森林草原地帯のシャ

ルガルジョ　・一ト，草原地帯のジンスト郡だけであった。

（3．0）バヤンホンゴル県の最低気温の変化6
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〈図12＞バヤンホンゴル県の最低気温の変化（1991　一　2000年）

　図12を見ると，ゴビ地帯の最低気温（実線）は上部に位置しているが，草原地帯の最低

気温（点線）も，中上部でゴビ地帯と重なる部分が多い。森林草原地帯（太線）は下部に

位置している。どの地帯も共通して，2000年の最低気温が低丁していることがわかる。
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（3．1）森林草原地帯の最低気温の変化

（3．1．1）1990年代の変化の特徴
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＜図13＞森林草原地帯の最低気温の変化（1991－2000年）

　醒13を見ると，1993年にはすべての郡で最低気温が下がっている。その後，比較帥変動

が少ないが，2000年にはどの郡も最低気温が下がっていることがわかる。

（3．1，2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

＜表10＞森林草原地帯における最低気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

郡名
　　　　　、エルデ不
ツオクト

バイドラク バヤンボラク
シャルガル

ジョート

ゴルバン

ボラク
ガロート

平年値 一 39．0 一 48．1 一 45．1 一 38．1 一
52．4 一

廷9．0

1990年代の平均値 一 33，8 一 41．7 一 38．0 一 36．2 一 43．9 一 39．1

差 ＋5．2 ＋6．4 ＋7．1 ＋1．9 ＋85 や9．9

　表10を見ると，1990年代の平均値は「平年値」をすべての郡で1．9℃から9．9℃上劉っ

ていることがわかる。

（3．1．3）「平年値」から見た1990年代の最低気温の変化の特徴

　國13を見ると，エルデネツォクト郡，シャルガルジョートでは2000年の最低気温が

「平年値」より下圏っているが，他の年はその平均値より上圃っている。その他の4郡で

は，「平年値」より上翻っていることがわかる。
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（3．2）草原地帯の最低気温の変化

（3．2．1）1990年代の変化の特徴
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〈wa　14＞草原地帯の最低気温の変化（1991　一　2000年）

　醒14を見ると，1993年の最低気温はバヤンホンゴル市をのぞいて，他4郡は下がってい

るが，その後，さらに変動し，2000年にはさらに低下していることがわかる。

（3．2．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表11＞草原地帯における最低気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 2000～2500m 1500～2000m 10◎0～1500m

郡名 ブンブグル フレーマラル バヤンホンゴル市 ボーツアガーン ジンスト

「平均値」
一 359 一 37．2 一 39．7 一 40．4 一 38．8

1990年代の
平均気温． 一 278 一 30．9 一 322 一 32．7 一 32．7

差 ＋8．1 ＋6．3 牽7．5 ＋7．7 ＋6．1

（3．2．3）「平年値」から見た1990年代の最低気温の変化の特徴

図14を見ると，1990年代の最低気温は，「平年値」と比べると，すべての郡で6。1℃か

ら8．1℃高くなっていることがわかる。

28



大阪外國語大学論集第28勢（2003年）

（3．3）ゴビ草原地帯の最低気温の変化

（3．3．1）1990年代の変化の特徴
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〈園15＞ゴビ草原地帯の最低気温の変化（199i－2000年）

図15を見ると，1993年にどの郡も最低気温が下がっている。その後，変動しながらも，

1998年と2000年に最低気温が下がっていることがわかる。

（3．3．2）「平年値」と1990年代の平均値の比較

〈表12＞ゴビ草原地幣における最低気温の「平年値」と1990年代の平均値の比較

標高 2GOO～2500　m
1500～
2000m 10GO～150◎m

1000m
以下

郡名
バヤン

ウンドウル

シン

ジンスト

バヤン

ツァガーン

バヤン

ゴビ ボグド
バーツア
ガーン

バヤン

リク

エヒン
ゴル

陣均値」 一 3＆0 一 34．8 一 37．7 一 38．6 一 34．5 一 37．3 一 36．G 一 34．5

1990年代の
平均気温 一 27．6 一 28．5 一 28．6 一 3α1 一 30．4 一 30．7 一 32．8 一 26．3

差 ＋10．4 ＋6．3 ＋9．1 ＋8．5 ＋3．9 ＋6．6 ＋3．2 や8．2

　表12を見ると，1990年代の最低気温は，「平年値」と比べると，すべての郡において3．9℃

からle．4℃上昇していることがわかる。

（3．3．3）「平年値」から見た1990年代の平均気温の変化の特徴

　図15を見ると，すべての郡において，「平年値」を下まわることなく，最低気温は全体

的に上昇していることがわかる。
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モンゴル国バヤンホンゴル県における1991－2000年の気温の変化について

（3．4）バヤンホンゴル県各郡の最低気温の変化の特徴

　1990年代の平均値は，すべての郡において「平年値」を上團っていることから，1990年

代は比較的暖かい冬を迎えたということができる。ほとんどすべての郡において，1993年

と2000年に最低気温の低下がみられる。

（4）1991年から200◎年にかけての気温の変化の特徴

　森林草原地帯においては，シャルガルジョートを除いて，平均気温，最高気温ともに

1990年の平均気温は平年値を上國っていないが，最抵気温においてはすべての郡で1．9℃

から9．9℃上回っている。

　草原地帯では，森林草原やゴビ地帯と比べて最高気温の上昇，最低気温の下降の幅が大

きい。フレーマラル，バヤンホンゴル，ボーツァガーン郡において，1990年代の平均気温

が平年値を越え，ボーツァガーン郡ではさらに上昇傾向にある。最高気温はジンスト郡を

除いて平年値より低いが，それぞれ上昇傾向にある。最低気温はすべての郡において

6．1℃から8．1℃平年値を越えているが，下降傾向にある。ジンスト郡の平均気温と最高気

温の上昇がはなはだしいが，ゴビ砂漠地帯のボグド郡とバーッァガーン郡にはさまれるジ

ンスト郡は草原地帯ではなく，ゴビ草原地帯に含んだ方がいいように思われる。

　ゴビ砂漠地帯ではシンジンスト，バヤンツァガーン，エヒンゴルにおいて，1990年代の

平均気温は平年値を上園り，エヒンゴルではさらに上昇傾向にある。最高気温はすべての

郡で平年値を下回り，最低気温もすべての郡で3．9℃から10．4℃平年値を上翻っている。

　このように，3つの植生地帯に共通する1990年代の気温変化の特徴は，最低気温が平年

値を上回り，暖かい冬を迎えているということである。それは，これまでの牧昆の証欝と

一致している。この1990年代の最低気温上昇が地球温暖化にともなう異常気象に繕びつ

くかどうか，今の時点ではわからない。2000，2001，2002年も寒い冬，皐越の夏を迎えて

いるが，観測開始年から今日までの各年の気温のデータを入手して，再度検討したいと思

う。特に，草原地帯において他と比べて平均気温と最高気温の上昇傾向がR立っている

が，降水量と乾燥指数を分析し，気温の変化とあわせて検討する必要がある。

　また，今回は，最高気温（7月），最低気温（1月）を扱ったが，牧民にとっては牧草の

生育時期や家畜の肥育期の気象状況が記憶となる。例えば，由羊が出産する3月の気温，

牧草が生育をする4，5月の気温と降水量，家畜が越冬のために牧草を沢由採食する8，9

月の気温や降水量などの時期である。遊牧的牧畜生産の暦に照らし合わせて，1990年の気

象変化の特徴を明らかにし，社会条件の変化と融合させていくことを次の課題にしたいと

思う。
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